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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

飼料用トウモロコシの「優良品種」として新たに「ＤＫ４０５」「３２Ｋ６１」の２ 品種が選定された。 

優良品種の選定方法については、「福島県優良品種（輸入Ｆ１サイレージ用トウモロコシ）総合評価基準」

（平成元年度制定）に基づき、３カ年の平均成績を評点化して、 ８０点以上かつＤランクがないことを条件と

した。  

 （１） 優良品種の特性 

   ア 「ＤＫ４０５」絹糸抽出期がディアより４，５日遅い極早生タイプ（相対熟度９５日）で高標高     地

での栽培が可能。 

     雌穂割合が高い。 

イ 「３２Ｋ６１」中・晩生タイプ（相対熟度１２２日）。 

  かなり多収で雌穂割合も高く、耐病性にも優れ、安定性がある。 

  

 ２ 期待される効果 

 （１） 飼料作物の多収かつ安定した生産が期待される。 

 （２） 耐倒伏性、耐病性の向上により収穫作業等の効率化が期待される。 

 

３ 適用範囲 

 （１） 「ＤＫ４０５」：標高500ｍまでの高標高地 

 （２） 「３２Ｋ６１」：平坦部のトウモロコシ単作地帯 

 

 ４ 普及上の留意点 

 （１）適期播種を心がけ、病害発生や倒伏がおこらないよう栽植密度等をまもる。 

 （２）品種の特性を活かし作付け体系にあった品種を選んで、適期に収穫作業を行う。 

 



 


